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■�口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ�
お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■�当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 無期限（設定日：2008年２月18日)

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、新興
国を含む世界の中で相対的に金利水準の
高い通貨建ての債券へ実質的に投資する
ことにより、安定したインカム収入の確
保とともに信託財産の中長期的な成長を
図ることを目標として運用を行います。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。
高金利通貨マザーファンド
世界の高金利通貨建ての債券

当ファンドの
運用方法

■高金利通貨マザーファンドへの投資を
通じて、新興国を含む世界の中で相対
的に金利水準の高い通貨を複数選定
し、原則として選定した通貨建ての債
券へ実質的に投資することにより、安
定したインカム収入の確保を目指しま
す。

■投資する債券は、選定した通貨建ての
ソブリン債（国債、政府機関債、国際
機関債等）を中心とします。

■実質外貨建資産については、対円での
為替ヘッジを行いません。

組入制限 当ファンド
■株式への実質投資は行いません。
■外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。
高金利通貨マザーファンド
■株式への投資は行いません。
■外貨建資産への投資割合には制限を設

けません。
分配方針 ■毎月14日（休業日の場合は翌営業日）

に決算を行い、分配を行います。
■分配対象額は、経費控除後の利子、配

当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証する 
ものではありません。

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上
げます。
当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、
新興国を含む世界の中で相対的に金利水準の高い
通貨建ての債券へ実質的に投資することにより、
安定したインカム収入の確保とともに信託財産の
中長期的な成長を図ることを目標として運用を行
います。当作成期についても、運用方針に沿った
運用を行いました。
今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。

高金利通貨オープン
【愛称 ： ワールドエイト】
【運用報告書（全体版）】

第29作成期（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

第 期167 /
決算日2022年３月14日

第 期168 /
決算日2022年４月14日 決算日2022年５月16日

第 期169

第 期170 /
決算日2022年６月14日

第 期171 /
決算日2022年７月14日 決算日2022年８月15日

第 期172
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原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

 最近30期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 公  社  債

組 入 比 率
純 資 産
総 額（分配落） 税 　 込

分 配 金
期 中 
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
143期（2020年３月16日） 3,782 20 △10.3 80.7 2,900
144期（2020年４月14日） 3,662 20 △ 2.6 81.6 2,796
145期（2020年５月14日） 3,612 20 △ 0.8 83.3 2,697
146期（2020年６月15日） 3,812 20 6.1 86.9 2,840
147期（2020年７月14日） 3,790 20 △ 0.1 90.9 2,824
148期（2020年８月14日） 3,734 20 △ 0.9 90.2 2,779
149期（2020年９月14日） 3,768 20 1.4 90.9 2,787
150期（2020年10月14日） 3,708 20 △ 1.1 91.9 2,719
151期（2020年11月16日） 3,790 15 2.6 92.6 2,759
152期（2020年12月14日） 3,843 15 1.8 91.8 2,745
153期（2021年１月14日） 3,865 15 1.0 89.5 2,711
154期（2021年２月15日） 3,952 15 2.6 90.2 2,744
155期（2021年３月15日） 3,957 15 0.5 89.2 2,734
156期（2021年４月14日） 3,872 15 △ 1.8 87.1 2,652
157期（2021年５月14日） 3,966 15 2.8 89.6 2,711
158期（2021年６月14日） 4,022 15 1.8 90.4 2,722
159期（2021年７月14日） 3,925 15 △ 2.0 92.2 2,648
160期（2021年８月16日） 3,890 15 △ 0.5 92.4 2,614
161期（2021年９月14日） 3,956 15 2.1 93.7 2,618 
162期（2021年10月14日） 3,926 15 △ 0.4 94.3 2,581 
163期（2021年11月15日） 3,878 15 △ 0.8 93.9 2,524 
164期（2021年12月14日） 3,637 15 △ 5.8 93.9 2,348 
165期（2022年１月14日） 3,705 15 2.3 92.2 2,380 
166期（2022年２月14日） 3,760 15 1.9 93.6 2,378 
167期（2022年３月14日） 3,794 15 1.3 94.1 2,389
168期（2022年４月14日） 4,103 15 8.5 96.1 2,534
169期（2022年５月16日） 3,995 15 △ 2.3 91.2 2,443
170期（2022年６月14日） 4,085 15 2.6 92.0 2,480
171期（2022年７月14日） 4,098 15 0.7 93.6 2,477
172期（2022年８月15日） 4,125 15 1.0 94.7 2,467

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。
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 当作成期中の基準価額と市況等の推移

決 算 期 年 月 日 基 準 価 額 公 社 債
組 入 比 率騰 落 率

第167期

（期　　　首） 円 ％ ％
2022年２月14日 3,760 － 93.6

２月末 3,752 △ 0.2 93.7

（期　　　末）

2022年３月14日 3,809 1.3 94.1

第168期

（期　　　首）

2022年３月14日 3,794 － 94.1

３月末 4,038 6.4 94.5

（期　　　末）

2022年４月14日 4,118 8.5 96.1

第169期

（期　　　首）

2022年４月14日 4,103 － 96.1

４月末 4,051 △ 1.3 94.3

（期　　　末）

2022年５月16日 4,010 △ 2.3 91.2

第170期

（期　　　首）

2022年５月16日 3,995 － 91.2

５月末 4,072 1.9 91.4

（期　　　末）

2022年６月14日 4,100 2.6 92.0

第171期

（期　　　首）

2022年６月14日 4,085 － 92.0

６月末 4,152 1.6 93.4

（期　　　末）

2022年７月14日 4,113 0.7 93.6

第172期

（期　　　首）

2022年７月14日 4,098 － 93.6

７月末 4,104 0.1 93.8

（期　　　末）

2022年８月15日 4,140 1.0 94.7
※期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。
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1  運用経過
基準価額等の推移について（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、作成期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

作成期首 3,760円

作成期末 4,125円
（当作成期既払分配金90円（税引前））

騰 落 率 ＋12.2％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

純資産総額（百万円）: 右軸

基準価額（円）: 左軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸

作成期首 作成期末'22/３ ７４ ５ ６
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基準価額の主な変動要因（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

当ファンドは、高金利通貨マザーファンドへの投資を通じて、新興国を含む世界の中で相対的
に金利水準の高い通貨を複数選定し、原則として選定した通貨建ての債券へ実質的に投資しまし
た。

●為替市場が対円で概ね上昇したこと
●実質的に保有している債券からインカム収入を得たこと

上昇要因

●債券市場が概ね下落（金利が上昇）したこと
下落要因
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投資環境について（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

当ファンド
主要投資対象である高金利通貨マザー
ファンドを期間を通じて高位に組み入れま
した。

高金利通貨マザーファンド
投資対象通貨はオーストラリアドル、
ニュージーランドドル、メキシコペソ、南

アフリカランド、インドネシアルピア、イ
ンドルピー、トルコリラ、ブラジルレアル
の８通貨としていましたが、３月の選定通
貨の見直しに伴い、インフレ率の大幅上昇
と景気低迷が懸念されるトルコリラから、
高い経済成長率を維持するとみられるマ
レーシアリンギットへの入れ替えを実施し
ました。組入債券については、ソブリン債
（国債、政府機関債、国際機関債等）へ投資
しました。

ポートフォリオについて（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

債券市場
実質的な組入国の債券市場は概ね下落（金
利は上昇）しました。主要中央銀行の金融政
策の正常化が意識されたことでグローバル
な金利上昇がみられたほか、ウクライナ情
勢を巡る地政学リスクが意識されたことで、
新興国の金利は上昇基調となりました。そ
の後も、新興国においてインフレ率の上昇
傾向から政策金利の引き上げサイクルが進
展したことや、根強いインフレ懸念が残る

中で主要中央銀行による急速な金融引き締
め観測が意識されたことなどが、新興国の
金利上昇圧力となりました。

為替市場
実質的な組入国の為替市場は、新興国で
インフレ懸念を背景とする政策金利の引き
上げが実施された一方、日本銀行は金融緩
和政策を継続したことで、新興国の為替相
場は概ね上昇しました。

期間における債券市場は概ね下落しました。また、為替市場は対円で概ね上昇しまし
た。
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ベンチマークとの差異について（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

分配金について（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、基準価額水準等を勘案し、以下の通りといたしまし
た。
なお、留保益につきましては、運用の基本方針に基づき運用いたします。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期

当期分配金 15 15 15 15 15 15
（対基準価額比率） （0.39％） （0.36％） （0.37％） （0.37％） （0.36％） （0.36％）

当期の収益 15 15 15 15 15 15

当期の収益以外 －�� －�� －�� －�� －�� －��
翌期繰越分配対象額 239 246 248 250 251 254
※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。�
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。
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当ファンド
引き続き、運用の基本方針に従い、高金
利通貨マザーファンドへの投資を通じて、
新興国を含む世界の中で相対的に金利水準
の高い通貨を複数選定し、原則として選定
した通貨建ての債券へ実質的に投資するこ
とにより、安定したインカム収入の確保を
目指して運用を行います。

高金利通貨マザーファンド
新新興国を含む相対的に金利水準の高い
国々では、インフレ率の上昇傾向を背景に
中央銀行による利上げサイクル入りがみら
れ、今後も金利の上昇圧力となることが見
込まれます。一方で、各国の中央銀行は経
済面への影響を注視し、利上げペースは相
応に抑制されるとみているほか、インフレ
率に落ち着きがみられる場合、相対的に高
い金利水準が新興国への投資を促し、新興
国の債券相場や為替相場を下支えしていく
ものと考えています。
当ファンドでは新興国を含む相対的に金

利水準の高い通貨８通貨を選定し、選定し
た通貨建ての債券へ実質的に投資すること
により、安定したインカム収入の確保を目
指します。ポートフォリオはオーストラリ
アドル、ニュージーランドドル、メキシコ
ペソ、南アフリカランド、インドネシアル
ピア、インドルピー、マレーシアリンギッ
ト、ブラジルレアルの８通貨への投資と、
ソブリン債（国債、政府機関債、国際機関債
等）への投資を基本とする方針です。定期的
に行う選定通貨の見直しにおいては、自動
的に金利の高い通貨を上位から選定するの
ではなく、市場流動性・規模、ファンダメン
タルズ（基礎的条件）、投資規制等を勘案し
て相対的に金利水準の高い通貨を選定します。
選定した通貨建ての債券においては、各
国市場の金融政策の織り込み度合い、利回
り曲線の形状などを勘案しながら、デュ
レーション＊コントロールを行う方針です。

＊デュレーションとは、「投資元本の平均的な回収期
間」を表す指標で、単位は「年」で表示されます。また、
「金利の変動に対する債券価格の変動性」の指標とし
ても利用され、一般的にこの値が長い（大きい）ほど、
金利の変動に対する債券価格の変動が大きくなります。

2  今後の運用方針

3  お知らせ
約款変更について

該当事項はございません。
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１万口当たりの費用明細（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 23円 0.568％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は4,020円です。
投信会社:�ファンド運用の指図等の対価
販売会社:�交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:�ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （11） （0.273）

（販 売 会 社） （11） （0.273）

（受 託 会 社） （1） （0.021）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:�有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株　　　　 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株　　　　 式） （－） （－）

（公　 社　 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 1 0.024 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:���海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:��監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:�信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （1） （0.019）

（監 査 費 用） （0） （0.004）

（そ　 の　 他） （0） （0.000）

合 計 24 0.591

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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参考情報 総経費率（年率換算）

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が
あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買
委託手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平
均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は1.19％で
す。

総経費率 運用管理費用（投信会社）

運用管理費用（受託会社）

0.04％

その他費用

0.05％

運用管理費用（販売会社）

0.55％

0.55％

1.19％



高金利通貨オープン【愛称：ワールドエイト】

－　　－10

 当作成期中の売買及び取引の状況（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

当 作 成 期
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円 

高 金 利 通 貨 マ ザ ー フ ァ ン ド 10,453 12,127 182,087 219,206 

 利害関係人との取引状況等（2022年２月15日から2022年８月15日まで）

当作成期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
 （2022年２月15日から2022年８月15日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

 組入れ資産の明細（2022年８月15日現在）

親投資信託残高

種 類 作 成 期 首 作 成 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円 

高 金 利 通 貨 マ ザ ー フ ァ ン ド 2,149,802 1,978,169 2,466,975 

※高金利通貨マザーファンドの作成期末の受益権総口数は1,978,169,607口です。
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 投資信託財産の構成  （2022年８月15日現在）

項 目 作 成 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％ 
高 金 利 通 貨 マ ザ ー フ ァ ン ド 2,466,975 99.4 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 14,500 0.6 

投 資 信 託 財 産 総 額 2,481,475 100.0 

※高金利通貨マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建資産（2,454,843千円）の投資信託財産総額（2,479,229千円）に対する比

率は99.0％です。

※外貨建資産は、作成期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算レー

トは、１アメリカ・ドル＝132.97円、１オーストラリア・ドル＝94.74円、１ニュージーランド・ドル＝85.79円、１トルコ・リラ＝7.414

円、１ノルウェー・クローネ＝13.91円、１メキシコ・ペソ＝6.709円、１インド・ルピー＝1.68円、100インドネシア・ルピア＝0.91円、

１ブラジル・レアル＝26.197円、１マレーシア・リンギット＝29.914円、１南アフリカ・ランド＝8.21円、１ポーランド・ズロチ＝

29.312円、100ハンガリー・フォリント＝34.84円です。

 資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2022年３月14日)(2022年４月14日)(2022年５月16日)(2022年６月14日)(2022年７月14日)(2022年８月15日)

項　　　　　　目 第 167 期 末 第 168 期 末 第 169 期 末 第 170 期 末 第 171 期 末 第 172 期 末
(A) 資 産 2,400,708,792円 2,568,136,892円 2,456,653,399円 2,494,867,615円 2,489,011,446円 2,481,475,595円

コール・ローン等 1,690,313 1,729,566 1,851,988 2,001,389 2,065,055 2,203,863

高 金 利 通 貨 
マザーファンド(評価額) 2,387,456,306 2,554,586,197 2,441,455,138 2,480,054,875 2,475,418,372 2,466,975,316

未 収 入 金 11,562,173 11,821,129 13,346,273 12,811,351 11,528,019 12,296,416

(B) 負 債 11,550,946 33,847,682 13,324,366 14,786,745 11,520,253 14,205,063

未 払 収 益 分 配 金 9,446,433 9,264,315 9,174,779 9,107,330 9,067,601 8,972,494

未 払 解 約 金 － 22,113,655 1,572,554 3,327,664 999 2,624,128

未 払 信 託 報 酬 2,084,485 2,426,365 2,509,573 2,262,549 2,339,966 2,472,989

そ の 他 未 払 費 用 20,028 43,347 67,460 89,202 111,687 135,452

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,389,157,846 2,534,289,210 2,443,329,033 2,480,080,870 2,477,491,193 2,467,270,532

元 本 6,297,622,378 6,176,210,102 6,116,519,660 6,071,553,814 6,045,067,880 5,981,663,020

次 期 繰 越 損 益 金 △3,908,464,532 △3,641,920,892 △3,673,190,627 △3,591,472,944 △3,567,576,687 △3,514,392,488

(D) 受 益 権 総 口 数 6,297,622,378口 6,176,210,102口 6,116,519,660口 6,071,553,814口 6,045,067,880口 5,981,663,020口
  １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,794円 4,103円 3,995円 4,085円 4,098円 4,125円
※�当作成期における作成期首元本額6,324,432,117円、作成期中追加設定元本額47,856,535円、作成期中一部解約元本額390,625,632円です。

※�上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本

の欠損）となります。

※�上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定する受

益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。
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 損益の状況
自2022年２月15日
至2022年３月14日

自2022年３月15日
至2022年４月14日

自2022年４月15日
至2022年５月16日

自2022年５月17日
至2022年６月14日

自2022年６月15日
至2022年７月14日

自2022年７月15日
至2022年８月15日

項　　　　　　目 第　167　期 第　168　期 第　169　期 第　170　期 第　171　期 第　172　期
(A) 配 当 等 収 益 △           17円 △            1円 △           28円 △           48円 △           56円 △            6円

受 取 利 息 1 － － 1 4 1

支 払 利 息 △           18 △            1 △           28 △           49 △           60 △            7

(B) 有価証券売買損益 32,479,092 202,863,801 △   54,782,009 66,083,986 19,646,072 27,208,485

売 買 益 32,534,280 206,199,241 209,653 66,778,268 19,761,248 27,361,993

売 買 損 △       55,188 △    3,335,440 △   54,991,662 △      694,282 △      115,176 △      153,508

(C) 信 託 報 酬 等 △    2,104,513 △    2,449,684 △    2,533,686 △    2,284,291 △    2,362,451 △    2,496,754

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 30,374,562 200,414,116 △   57,315,723 63,799,647 17,283,565 24,711,725

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △2,833,855,737 △2,754,780,534 △2,535,719,112 △2,579,771,942 △2,511,010,163 △2,473,578,320

(F) 追加信託差損益金 △1,095,536,924 △1,078,290,159 △1,070,981,013 △1,066,393,319 △1,064,782,488 △1,056,553,399

(配 当 等 相 当 額) (     25,122,520) (     24,821,044) (     24,746,733) (     24,732,554) (     24,785,447) (     24,682,355)

(売買損益相当額) (△1,120,659,444) (△1,103,111,203) (△1,095,727,746) (△1,091,125,873) (△1,089,567,935) (△1,081,235,754)

(G) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,899,018,099 △3,632,656,577 △3,664,015,848 △3,582,365,614 △3,558,509,086 △3,505,419,994

(H) 収 益 分 配 金 △    9,446,433 △    9,264,315 △    9,174,779 △    9,107,330 △    9,067,601 △    8,972,494

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,908,464,532 △3,641,920,892 △3,673,190,627 △3,591,472,944 △3,567,576,687 △3,514,392,488

追加信託差損益金 △1,095,536,924 △1,078,290,159 △1,070,981,013 △1,066,393,319 △1,064,782,488 △1,056,553,399

(配 当 等 相 当 額) (     25,131,511) (     24,832,103) (     24,753,798) (     24,739,758) (     24,792,770) (     24,688,866)

(売買損益相当額) (△1,120,668,435) (△1,103,122,262) (△1,095,734,811) (△1,091,133,077) (△1,089,575,258) (△1,081,242,265)

分 配 準 備 積 立 金 125,859,207 127,482,100 127,020,690 127,473,750 127,522,487 127,599,579

繰 越 損 益 金 △2,938,786,815 △2,691,112,833 △2,729,230,304 △2,652,553,375 △2,630,316,686 △2,585,438,668

※有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

第　167　期 第　168　期 第　169　期 第　170　期 第　171　期 第　172　期
(a)	経費控除後の配当等収益 11,766,032円 13,464,703円 10,074,198円 10,640,749円 9,814,217円 10,510,115円
(b)	 経費控除後の有価証券売買等損益 0 0 0 0 0 0

(c)	収益調整金 25,131,511 24,832,103 24,753,798 24,739,758 24,792,770 24,688,866

(d)	分配準備積立金 123,539,608 123,281,712 126,121,271 125,940,331 126,775,871 126,061,958

(e)	 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 160,437,151 161,578,518 160,949,267 161,320,838 161,382,858 161,260,939

	 １万口当たり当期分配対象額 254.76 261.61 263.14 265.70 266.97 269.59

(f)	分配金 9,446,433 9,264,315 9,174,779 9,107,330 9,067,601 8,972,494

	 １万口当たり分配金 15 15 15 15 15 15

 分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期

15円 15円 15円 15円 15円 15円
※分配金は、分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は全額「普通分配金」となり課税されます。分配後の基準価額が個別元

本を下回る場合は下回る部分が「元本払戻金（特別分配金）」となり非課税、残りの部分が「普通分配金」となります。

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。
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信託期間 無期限（設定日：2008年２月18日)

運用方針 ■�新興国を含む世界の中で相対的に金利水準の高い通貨を複数選定し、原則として選定した通貨建
ての債券へ投資することにより、安定したインカム収入の確保を目指します。

■�外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行ないません。

高金利通貨マザーファンド
第14期（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

 最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

公  社  債
組 入 比 率

純  資  産
総 　 　 額期 中 

騰 落 率

円 ％ ％ 百万円

10期（2018年２月14日） 10,829 2.9 89.1 4,506 

11期（2019年２月14日） 10,636 △ 1.8 91.6 3,712 

12期（2020年２月14日） 10,967 3.1 91.8 3,285 

13期（2021年２月15日） 10,966 △ 0.0 90.2 2,745 

14期（2022年２月14日） 11,055 0.8 93.7 2,376 

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。
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 当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％

2021年２月15日 10,966 － 90.2

２月末 10,846 △ 1.1 90.3

３月末 10,864 △ 0.9 89.5

４月末 11,075 1.0 89.4

５月末 11,254 2.6 89.7

６月末 11,240 2.5 90.6

７月末 11,158 1.8 92.0

８月末 11,221 2.3 93.3

９月末 11,147 1.7 93.7

10月末 11,301 3.1 93.1

11月末 10,652 △ 2.9 93.3

12月末 10,893 △ 0.7 91.7

2022年１月末 10,866 △ 0.9 93.1

（期　　　末）

2022年２月14日 11,055 0.8 93.7
※騰落率は期首比です。
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1   運用経過

基準価額等の推移について（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

基準価額等の推移

期 首 10,966円

期 末 11,055円

騰 落 率 ＋0.8％

純資産総額（百万円）:右軸

基準価額（円）:左軸

＇21/３ ＇22/１期首 11 12９ 10５ ６４ ７ ８ 期末
8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

0

2,000

4,000

基準価額の主な変動要因（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

当ファンドは、新興国を含む世界の中で相対的に金利水準の高い通貨を複数選定し、原則とし

て選定した通貨建ての債券へ実質的に投資しました。

上昇要因
・保有している債券からインカム収入を得たこと

・為替市場が対円で概ね上昇したこと

下落要因
・債券市場が下落（金利が上昇）したこと

・トルコリラが対円で大きく下落したこと
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投資環境について（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

債券市場

組入国の債券市場は下落（金利は上昇）しました。新型コロナウイルスの感染拡大への懸念を

背景とする主要国の金利低下に追随する場面もみられましたが、インフレ懸念や新興国における

利上げサイクルの進展が意識されたこと、また、主要国における金融政策の正常化観測を背景と

する金利上昇の影響からグローバルな金利上昇がみられたことで、金利は上昇しました。

為替市場

組入国の為替市場は、金利の上昇などを背景に概ね上昇しました。トルコリラは中央銀行の信

任低下などを背景に大きく下落しました。

ポートフォリオについて（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

投資対象通貨はオーストラリアドル、ニュージーランドドル、メキシコペソ、南アフリカラン

ド、インドネシアルピア、インドルピー、トルコリラ、ブラジルレアルの８通貨を維持しました。

組入債券については、ソブリン債（国債、政府機関債、国際機関債等）へ投資しました。

ベンチマークとの差異について（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

　期間における債券市場は下落しました。また、為替市場はトルコリラなど一部通貨を除き

対円で上昇しました。
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２  今後の運用方針

新興国を含む相対的に金利水準の高い国々では、インフレ率の上昇傾向を背景に利上げサイク

ル入りしている国が多く、今後も金利の上昇を促すものとみられます。一方で、各国の中央銀行

は経済面への影響を注視し、利上げペースは相応に抑制されるとみられます。また、インフレ率

に落ち着きがみられる場合、相対的に高い金利水準は新興国への投資を促し、新興国の債券相場

や為替相場を下支えしていくものと考えています。

当ファンドでは新興国を含む相対的に金利水準の高い通貨８通貨を選定し、選定した通貨建て

の債券へ実質的に投資することにより、安定したインカム収入の確保を目指します。ポートフォ

リオはオーストラリアドル、ニュージーランドドル、メキシコペソ、南アフリカランド、インド

ネシアルピア、インドルピー、トルコリラ、ブラジルレアルの８通貨への投資と、ソブリン債

（国債、政府機関債、国際機関債等）への投資を基本とする方針です。定期的に行う選定通貨の

見直しにおいては、自動的に金利の高い通貨を上位から選定するのではなく、市場流動性・規模、

ファンダメンタルズ（基礎的条件）、投資規制等を勘案して相対的に金利水準の高い通貨を選定

します。

選定した通貨建ての債券においては、各国市場の金融政策の織り込み度合い、利回り曲線の形

状などを勘案しながら、デュレーション＊コントロールを行う方針です。

＊デュレーションとは、「投資元本の平均的な回収期間」を表す指標で、単位は「年」で表示されます。また、「金利の

変動に対する債券価格の変動性」の指標としても利用され、一般的にこの値が長い（大きい）ほど、金利の変動に対

する債券価格の変動が大きくなります。

 １万口当たりの費用明細（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) そ の 他 費 用 3円 0.028％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用： 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金

の送回金・資産の移転等に要する費用
そ の 他： 信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） (3) (0.028)

（そ の 他） (0) (0.001)

合 計 3 0.028

期中の平均基準価額は11,060円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
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 当期中の売買及び取引の状況（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額

外

国

千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル 
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 特 殊 債 券 2,489 2,920 

千トルコ・リラ 千トルコ・リラ 
ト ル コ 特 殊 債 券 10,989 3,998 

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 
メ キ シ コ 特 殊 債 券 － 7,422 

千インド・ルピー 千インド・ルピー 
イ ン ド 特 殊 債 券 － － 

(40,000) 

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 
イ ン ド ネ シ ア 特 殊 債 券 7,314,790 16,257,800 

(1,000,000) 

千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド 
南 ア フ リ カ 特 殊 債 券 18,208 8,040 

(10,000) 
※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）

※（　）内は償還等による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

※管理上の都合により、一部の銘柄において属性が変わっている場合があります。

 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
 （2021年２月16日から2022年２月14日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

 利害関係人との取引状況等（2021年２月16日から2022年２月14日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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 組入れ資産の明細（2022年２月14日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

　　外国（外貨建）公社債

区 分

期 末

額 面 金 額
評 価 額

組入比率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
オーストラリア 3,400 3,476 286,380 12.0 － 0.7 4.9 6.4 

千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル 

ニュージーランド 3,700 3,758 288,128 12.1 － － 7.9 4.2 

千トルコ・リラ 千トルコ・リラ 

ト ル コ 22,000 21,014 179,462 7.6 － － － 7.6 

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 

メ キ シ コ 50,000 48,829 274,804 11.6 － 3.4 1.2 7.0 

千インド・ルピー 千インド・ルピー 

イ ン ド 190,000 192,340 296,204 12.5 － － 5.9 6.5 

千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 

インドネシア 35,000,000 36,309,000 294,102 12.4 － － － 12.4 

千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル 

ブ ラ ジ ル 14,000 13,725 301,813 12.7 － － － 12.7 

千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド 

南 ア フ リ カ 39,000 40,418 305,970 12.9 － 4.0 5.7 3.2 

合　　計 － － 2,226,866 93.7 － 8.1 25.6 59.9 

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

※管理上の都合により、一部の銘柄において属性が変わっている場合があります。

Ｂ　個別銘柄開示

　　外国（外貨建）公社債

区 分 銘 柄 種 類

期 末

利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

％ 千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル 千円
オ ー ス ト ラ リ ア NEW S WALES TREASURY CRP 特 殊 債 券 5.0000 200 216 17,870 2024/08/20 

INT BK RECON & DEVELOP 特 殊 債 券 2.2000 700 709 58,461 2024/02/27 

INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 3.1500 200 206 17,035 2029/06/26 

EUROPEAN INVESTMENT BANK 特 殊 債 券 5.0000 1,800 1,844 151,952 2022/08/22 

EUROPEAN INVESTMENT BANK 特 殊 債 券 1.7000 500 498 41,060 2024/11/15 

小 計 3,400 3,476 286,380 －
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区 分 銘 柄 種 類

期 末

利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

％ 千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル 千円 
ニュージーランド INTER－AMERICAN DEVEL BK 特 殊 債 券 3.5000 2,400 2,446 187,548 2024/07/26 

INTER－AMERICAN DEVEL BK 特 殊 債 券 3.0000 1,300 1,311 100,579 2023/01/25 

小 計 3,700 3,758 288,128 －

％ 千トルコ・リラ 千トルコ・リラ 千円 
ト ル コ INT BK RECON & DEVELOP 特 殊 債 券 13.2500 7,000 6,495 55,469 2023/02/22 

INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 16.0000 1,000 936 7,995 2023/08/01 

EUROPEAN BK RECON & DEV 特 殊 債 券 24.0000 9,000 8,943 76,375 2022/10/05 

EUROPEAN BK RECON & DEV 特 殊 債 券 12.5000 5,000 4,639 39,621 2023/02/09 

小 計 22,000 21,014 179,462 －

％ 千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 千円 
メ キ シ コ INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 7.2500 30,000 29,358 165,223 2024/02/02 

INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 7.0000 15,000 14,556 81,919 2027/07/20 

INTER－AMERICAN DEVEL BK 特 殊 債 券 7.5000 5,000 4,915 27,661 2024/12/05 

小 計 50,000 48,829 274,804 －

％ 千インド・ルピー 千インド・ルピー 千円 
イ ン ド INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 6.3000 90,000 91,759 141,309 2024/11/25 

INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 5.8500 100,000 100,581 154,894 2022/11/25 

小 計 190,000 192,340 296,204 －

％ 千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア 千円 
イ ン ド ネ シ ア INTER－AMERICAN DEVEL BK 特 殊 債 券 7.8750 35,000,000 36,309,000 294,102 2023/03/14 

小 計 35,000,000 36,309,000 294,102 －

％ 千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル 千円 
ブ ラ ジ ル INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 7.5000 5,000 4,985 109,625 2022/05/09 

INTL FINANCE CORP 特 殊 債 券 8.2500 9,000 8,740 192,187 2023/01/30 

小 計 14,000 13,725 301,813 －

％ 千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド 千円 
南 ア フ リ カ EUROPEAN INVESTMENT BANK 特 殊 債 券 8.3750 10,000 10,125 76,646 2022/07/29 

EUROPEAN INVESTMENT BANK 特 殊 債 券 8.0000 12,000 12,464 94,355 2027/05/05 

EUROPEAN INVESTMENT BANK 特 殊 債 券 8.5000 17,000 17,829 134,968 2024/09/17 

小 計 39,000 40,418 305,970 －

合 計 － － 2,226,866 －

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

※管理上の都合により、一部の銘柄において属性が変わっている場合があります。



高金利通貨マザーファンド

－　　－21

 投資信託財産の構成  （2022年２月14日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％ 
公 社 債 2,226,866 93.2 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 161,737 6.8 

投 資 信 託 財 産 総 額 2,388,603 100.0 

※期末における外貨建資産（2,366,698千円）の投資信託財産総額（2,388,603千円）に対する比率は99.1％です。

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１アメ

リカ・ドル＝115.43円、１オーストラリア・ドル＝82.38円、１ニュージーランド・ドル＝76.67円、１トルコ・リラ＝8.54円、１ノルウェー・

クローネ＝13.03円、１メキシコ・ペソ＝5.627円、１インド・ルピー＝1.54円、100インドネシア・ルピア＝0.81円、１ブラジル・レアル＝

21.988円、１南アフリカ・ランド＝7.57円、１ポーランド・ズロチ＝28.713円、100ハンガリー・フォリント＝36.789円です。

 資産、負債、元本及び基準価額の状況
 （2022年２月14日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 2,388,603,387円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 91,783,419  

公 社 債(評価額) 2,226,866,092  

未 収 利 息 64,104,867  

前 払 費 用 5,849,009  

(B) 負 債 11,941,423  

未 払 解 約 金 11,941,309  

そ の 他 未 払 費 用 114  

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 2,376,661,964  

元 本 2,149,802,781  

次 期 繰 越 損 益 金 226,859,183  

(D) 受 益 権 総 口 数 2,149,802,781口

  １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,055円

※当期における期首元本額2,503,774,240円、期中追加設定元本額

24,373,244円、期中一部解約元本額378,344,703円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は、高金利通貨オープン2,149,802,781

円です。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

 損益の状況
 （自2021年２月16日　至2022年２月14日）

項 目 当 期

(A) 配 当 等 収 益 166,567,947円

受 取 利 息 166,577,823

支 払 利 息 △      9,876

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △142,931,992

売 買 益 123,457,790

売 買 損 △266,389,782

(C) そ の 他 費 用 等 △    734,754

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 22,901,201

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 241,763,723

(F) 解 約 差 損 益 金 △ 40,418,580

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 2,612,839

(H) 合　　計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 226,859,183

  次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 226,859,183

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

 お知らせ
＜約款変更について＞

　該当事項はございません。


